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  本部総会案内   平成 29 年５月 16 日（火） 

13 時 00 分よりレイカディア大学草津校で開催 

  29 年度会員作品展  

  平成 29 年４月 21 日(金)～23 日（日） 

大津市生涯学習センターで開催 

皆様のご参加をお待ちしています！    

『絆』と『縁』を基に 

（永尾副支部長） 
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『絆』と『縁』を基に 

副支部長(石山地域担当）永尾 正昭(34 期 地文･石山南郷） 

 

今回の「かけはし」の巻頭文は、石山地域の担当と広報より聞かされ驚きました。その上、何

を書けばよいのかもご指示がなく、無知無能のうえ、元来筆不精という私にとっては至難の要求

でありました。指定日が近づくにつれ、主題が決まらず憂鬱な日々を過ごしました。最終的には

レイ大の仲間たちについて拙い文章ですが、書くことにしました。 

10 年ほど前に公民館の事業から始まった「団塊の世代の社会参加」を促すイベント企画(特に

歴史ハイキングを担当)に参加していました。そんな関係から公民館の人にレイ大を勧められ入学

することになり、25 名のメンバーと共に久しぶりの学生時代を経験することになりました。自主

的なクラス運営の中で、講座や課題学習そして大学祭・クラブ活動などを通じて多くの仲間を得

ることが出来ました。定年後は孤独化の道を想定していたことと真逆の事態に今も驚いています。 

たった２年の間に、びっくりするほどこの仲間たちへの信頼感を得たこと、そして卒業後も年々

その感が増加していることです。それはレイ大生の特徴として、定年までの間、各方面で相当の

活躍をされた方々でありながら、それを表面に出さず、必要な場面が来ればこころよく経験や能

力を発揮される人々であるということだと思います。議論を尽くし決定したことに全力を挙げて

協力・支援を惜しまないこの仲間たちの絆は、私にとって大きな宝でもあります。大津支部同窓

会においても各場所・分野で活躍している仲間を見て、自分も奮い立たせねばと日々思っていま

す。昨年亡くなられた大先輩の加藤貴美子さんを訪問した際、娘さんが「母はレイ大に入って楽

しかった、良かった」と言っていましたとの話を聞き、まったく同じ思いを持っていることに改

めて気がつきました。 

学科によって横の絆・縦の絆の強さがあると思いますが、縦・横を乗り越えて、また学科を乗

り越えてこの絆を大きくすることで、もっと大きな楽しみが作り出せると思います。その例は地

域文化学科で始まった「城郭探訪会」です。勿論、福元氏の素晴らしい努力によるところも大き

いですが、今や全学科の人々によって運営される元気で楽しい巨大なクラブになっています。 

レイ大に入ってきたいきさつは色々あると思いますが、何がしかの『縁』があったと思います

し、またそこから生まれた素晴らしい『絆』を今後のそれぞれの人生に展開していきたいものだ

と思います。こうした縁と絆を基に、楽しくはつらつとした元気なシニアとして社会貢献が出来

る集団を創造していきたいものだと考えています。 
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支 部・本 部 総 会 案 内 
 

 

第 33 回大津支部定期総会 

◆ 日時：平成 29 年４月 20 日(木）13 時 30 分～ 

（受付開始：13 時～ ） 

会場：滋賀県立長寿社会福祉センター  

    大教室(レイカディア大学草津校１階） 

◆ 議案： １．平成 28 年度事業報告   

２．平成 28 年度収支決算報告 

３．会則の一部改訂（案） 

       ４．役員の一部改選（案）     

５．平成 29 年度事業計画(案)  

       ６．平成 29 年度収支予算(案) 

                     

★ 同窓会年会費（2､000 円）は、領収書と引換えに地域の役員にお支払い下さい。  

 

 

平成 29 年度本部定期総会 

◆ 日時：平成 29 年５月 16 日(火）13 時～（受付開始：12 時～ ） 

◆ 会場：滋賀県立長寿社会福祉センター 大教室(レイカディア大学草津校１階) 

 

 

★お願い：支部定期総会及び本部定期総会への出欠について、まだ返事を頂いていない方は、 

配布文書にご記入の上、至急、地区の担当役員へお渡し願います。 

 

昨年の支部総会 

昨年の本部総会 
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大津支部第 12回新年会報告 

実行委員長 勝田 幸三（29 期 文芸･瀬田月輪） 

 

フィナーレは「琵琶湖周航の歌」で、全員起立斉唱から、周辺に小さい輪ができ、次第に大き

くなり、最後は大広間いっぱいに共に学んだ者同士の連帯の輪となりました。 

平成 29 年２月６日レイカディア大学同窓会第 12 回新年会を、近江大橋の東畔「びわこの千松」

で開催しました。参加者は 69 名でした。 

最初に開催担当地域を代表して、瀬田

地域の山口副支部長の開会のことば、続

いて「レイカディア讃歌」斉唱、そして

岩田支部長の力強い挨拶、岡崎顧問の乾

杯の音頭で宴は始まりました。 

千松の大広間に地域毎の席を作りま

したが、間もなくあちらこちらでビール、

お銚子片手の交流となりました。余興第

１弾はビンゴゲームで、番号が出るたび

に一喜一憂し、みなさん童心に帰って楽

しみました。 

第２弾は地域選抜カラオケ大会を行

いました。地域選抜歌手と曲目は次の通りです。 

比叡地域： 並木吉三郎さん（しあわせの灯） 石津國一さん（ここに幸あり） 

中央地域： 澤 辰男さん（愛燦燦）     田中滋子さん（愛の讃歌） 

石山地域： 今井茂美さん（二人でお酒を）  脇田 進さん（青春時代） 

瀬田地域： 田中 勇さん（盛春歌）     佐瀬章男さん（花は咲く） 

皆さん素晴らしい、堂々とした歌いっぷりでした。ラストの「花は咲く」では佐瀬さんの呼び

かけで、瀬田地域の参加者全員がステージに上がり「私は何を残しただろう♪♪」と、切々と歌

いあげました。河嶋文雄さんの絶妙の司会と各地域からの熱い応援で大いに盛り上がりました。 

｢ヤッター・ヤッター・ヤッター賞」「熱く燃えましたで賞」などユニークな賞が全員の方に贈

られました。最後は来年の担当地域である比叡地域の奥田副支部長から第 13 回新年会へ向けた決

意表明があり、心残りながらの散会となりました。 

各地域の実行委員のみなさん、事務局の方々お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
カラオケ大会 表彰風景 びわ湖周航の歌 連帯の輪 瀬田地域全員による「花は咲く」 
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レイ大必須講座聴講 

神になった秀吉 

      安達  和子（35 期 健づ・平野） 

平成 29 年 1 月 27 日（金）表題にひかれ申込しました。「神になった秀吉」(講師 中島誠一 長

浜市曳山博物館館長) ってどういうこと？ 大教室の高い位置からの聴講は久しぶりです。 

1573 年秀吉 37 歳の時、小谷城を与えられ一国一城の主になった。1574 年には、今浜の地に築

城開始。百姓、商人を中心に僧侶、侍（土豪）まで総動員して１年以上を要して完成する。それ

まで秀吉は小谷に止まった。 

すぐに城下町づくりに着手。1591 年に町が形づくられたと思われる。今浜の地名を長浜と改め

た（長浜は織田信長の長、浅井長政の長とも言われている）。その頃秀吉は信長の天下統一の先兵

として出陣していた（単身赴任という表現―講師）。 

1591 年に年貢 300 石免除する朱印状発行。町民たちは、免税のお陰で町の繁栄があると感謝し

1700 年から３年かけて、町年寄、吉川三左衛門ら町民 137 人が「地子報恩講」を結成、知善院観

音堂を建てた。お堂の中心は、木造十一面観音坐像（重要文化財）、その左右には豊臣秀頼８歳の

書と記された「豊国大明神」の神号と徳川家康の神号「東照大明神」を飾っている。 

この秀吉の時代から始まった免租の制度は江戸時代もずっと続いたそうです。 

2016年ユネスコ無形文化遺産に登録されました

長浜曳山祭もまた町民たちの秀吉への思慕の念を

表すものだということでした。秀吉信仰を伝える

村が高月町にもある。舞人の村と呼ばれる森本で

ある。森本の鶴松太夫は浅井家に仕えていたが落

城の際主君の後を追って自害した。その後秀吉の

領地となり「森本舞々太夫ならびに陰陽の太夫は

賦役を免除する」という判物を発給している。こ

の特令は彦根藩領になってからも続いた。村には

豊国神社があり、秀吉像が祀られている。 

以上は、講師が用意下さったプリントの内容で

ある。最初の「どういうこと？」の答えがありました。 

興味深いお話は、平成 25 年 10 月 22 日(火）に見つかった小判のことです。カラクリ箪笥を移

動しようとした時、何かが動く音がしたので変だと思った職員がタンスの床板が外れていること

に気づき、隠れていた曳き手を引き上げたところ、仕切り板が上昇、最下部にもう一つの空間が

あること確認。その中に桐の箱が二つ。ずっしりと重い、山吹色の小判発見。箪笥の元持ち主に

伝えたところ「寄贈した物だから、中に入っていた小判もどうぞ」長浜の商人の太っ腹なお話で

あった。 

他にもゲンジボタルで有名な天野川を境に、北と南とでは政治が違いますというお話や今も続

いている湖北の「オコナイ」の行事。日本でも珍しい集合形態。中世から続く歴史。僅か２時間。

心ときめくお話。いくつになっても学習すると、満ち足りた思い。青春ってこういうことなんで

すね。 

チャンスを下さったレイカディア大学に感謝申し上げます。有難うございました。 

追）この原稿を仕上げるまで何日もかかりました。聞くだけではだめですね。人に伝えようと 

思うとやっと何パーセントが頭に残る。一生勉強ですね。 
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[部会便り] 

「健康部」     ～たのしく なかよく 元気よく！～ 

     ＜第４回グラウンド・ゴルフ大会報告＞ 

荒木 博美 (28 期 生活･唐崎） 

１月 23 日(月)午後 1時過ぎから矢橋帰帆島公園「グラウンド・ゴルフ場」で、本年度最後とな

るグラウンド・ゴルフ大会が開催されました。当日は天気予報がぴたりと当たり、終始小雪の舞

う中での大会となりました。参加者は 45 名の予定でしたが、雪や体調不良などで欠席された方も

多く、最終的に 33 名となりました。私自身このコースも、

雪が降る中でのプレーも初体験ではありましたが、寒さも

感じないほど楽しい一日でした。ホールインワンのチャン

スが何回かありましたが、１回も出せず、散々なスコアで

終わってしまい残念でした。 

因みに、降りしきる雪の中での熱戦を見事に勝ち抜かれ

たのは、鈴本三郎さん(優勝）小泉一夫さん(準優勝）岸場

恭次さん(３位）内田久代さん(４位）松岡克実さん(５位）

でした。鈴本さんは市民の方、小泉さんは草津･栗東支部

の方で今回特別参加されました。これからも市民の方や他支部の方との交流を深め、健康で楽し

くグラウンド・ゴルフを続けていきたいと思っています。 

＜第３回ディスコン大会奮戦記＞ 

西 勝太郎（34 期 健レク･石山南郷） 

 ２月 20 日(月)第３回ディスコン大会が瀬田シニアクラブ(SC)との共催により開催されました。 

当日の参加者は大津支部から 22 名、瀬田 SC

から 22 名で計 44 名。最初の内は静かな雰囲

気でしたが、ゲームが進むにつれ、あちこち

で勝負にこだわるあまり、大きな声も出て熱

気ムンムン。皆さん久し振りに程よい汗をか

かれたようです。待ち時間を利用したニアピ

ンコンテストでは、早い段階で松岡さんが的

まで１cm に寄せられ、後の者は何とか頑張っ

てみましたが、残念ながら及びませんでした。 

 大会の結果は、レイカ３チーム対抗戦で A

チーム１勝１敗、B チーム２勝、C チーム２敗、交流対抗戦でレイカ２勝１敗、瀬田 SC１勝２敗

でした(ちなみに小生は Bチームでしたが、足を引っ張る方に回ってしまいました）。 

このゲームは、気軽に年齢に関係なく楽しめる利点があり、会員の皆様も機会を捉えて積極的

に参加されては如何でしょうか。お待ちしております。 

《お知らせ》健康部では毎週金曜日の午後、びわこ文化公園内グラウンド・ゴルフ場を年間確保

しています。レイカ大津会員の方なら無料・事前申込不要です。現地 12 時 40 分集

合、13 時 00 分スタート。お気軽にご参加下さい。(他のクラブの方々と共用してい

ます。レイカ大津の方へ声掛けください) 

優勝の鈴本さん 
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「文化部」     ～趣味をふかめて  たのしく学ぼう！～ 

 

レイカ大津作品展開催のご案内 

文化部の主要行事である作品展を開催します。この作品展にはサークル参加及び個人参加を頂

いております。昨年は 35 名の方から 50 点の力作を出展頂きました。 

今年はご案内の通り４月 21 日(金）から 23 日(日）に開催します。作品展会場前には膳所城跡

公園があります。散策を兼ねて作品展をご覧いただければ幸甚でございます。 

★開催日： 平成 29 年４月 21 日（金）～23 日（日） 

★時間 ： 21 日：12 時～17 時、22 日：９時半～17 時、23 日：９時半～15 時 

★会場 ： 大津市生涯学習センター １Ｆ ギャラリー 

      大津市本丸町６－50 膳所公園向い、京阪膳所本町駅徒歩 5分 

●駐車スペースが少ないのでできるだけ公共交通機関をご利用下さい 

★展示品目：絵画・工芸・文芸・その他 

「書道同好会」に入りませんか 

平成 28 年 10 月より書道同好会を発足しました。只今会員募集中です。 

同窓会会員・一般市民の方・特に初心者の方大歓迎です 

 ●開催日：毎月第２・第４木曜日  13 時 30 分～15 時 30 分 

 ●場所 ：中老人福祉センター 

 ●持ち物：筆記用具・書道用具 

 ●会費 ：500 円/月 

 ●講師 ： 内田久代 様（23 期文芸･瀬田 現レイ大書道部講師） 

 ●申込先: 棚橋 啓 電話：077-544-0537 

市民陶芸体験講座開催案内 

●開催日  ：５月 19 日(金) ９時 30 分～ 

●場所   ：大津市生涯学習センター 美術工芸室 

●募集人員 ：24 名 

●参加費  ：1,000 円 

●申込締切日：４月 20 日(木) 

  ●申込先   ：中野 清 電話：090-3707-3748 

 ：棚橋 啓 電話：077-544-0537 

 

昨年の作品展 

昨年の作品展の書道作品 

昨秋の市民陶芸体験講座 
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「研修部」     

 ～参加して 味わおう 知る楽しさを～ 

「県危機管理センターと県警本部」施設見学会 

 ２月 13 日(月)９時 45 分、風花舞う寒い朝､ＪＲ大津駅に続々と参加者が到着し企画時の 30 名

程度との予想に反し 52 名もの会員が参集。災害・犯罪等への関心の高さでしょうか？ 

早速スケジュールを確認し徒歩５分、昨年開設された県庁内の「危機管理センター」に到着。

県職員の山本さん、奥村さんの出迎

えを受け、施設の概要説明のあと、

２班に分かれ「１階エントランスロ

ビー：防災情報、各種防災グッズ展

示」→「３階オペレーションルーム：

県や関係機関の職員が会し情報収集

や対策立案」→「２階災害対策本部

室：本部長(知事)の下、関係機関が

集まり危機事案への対応方針や対策

を協議」の順序で、１時間 30 分に

わたり最新設備を備えた危機管理

の拠点を見学する。  

最後に大会議室で防災講座を受

講し ①自助は最大の共助である、

②他人事意識を払拭し、普段から災

害へ備えることの大切さを教えら

れました。 

午前 11 時 30 分、官庁街の中心にあるレストランに移動し、周辺で働く多くの職員に交じり、

ワンコイン・セルフの昼食と休憩をとりました。 

再び徒歩にて大津市打出浜の「県警本部」に向かい、

午後１時竹内警部補の出迎えを受け、早速ビデオによ

る施設概要を視聴する。２班に分かれ、県内全域を統

括する「通信指令室：110 番発生(平均 350 件/日）に

対する事件事故対策」「交通管制センター：道路情報

に基づく交通安全対策」を１時間かけて見学する。通

常余りお世話になりたくない施設ですが、思った以上

の温かい応対を受けたことで、より身近な存在と感じ

てもらえたのではないでしょうか。 

 今回の研修会は、４時間余りをかけて２つの施設を見学するという、ハードなものとなってし

まいました。それでも皆さん真剣な眼差しで視聴し、率直な質問をするなど、普段縁遠いとは言

え、いざという時には心強い支えとなる施設を直接見学出来たことは、貴重な機会となったので

はないかと思う次第です。 

参加された皆さん、ご苦労様でした！ 
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「地域活動部」 

     ～無理しない！ 出来る時に、出来ることを、出来る範囲で！～ 

《活動報告》       

◎ヨシ刈シーズン各地区で多くの参加をいただき有難うございます。    

 ＊12 月４日(日） 比叡地域 堅田・米プラザ前   11 名 

 ＊12 月 17 日(土) 石山地域 石山蛍谷公園前   19 名 

 ＊１月 29 日(日)  大津全域 雄琴アクティバ琵琶前      25 名 

 ＊２月４日（土） 比叡地域 比叡辻～唐崎神社(ヨシまつり)  ６名 

           計 61 名（内在校生 15 名） 

◎今回新しく大津市社会福祉協議会の依頼を受けボランティア活動を行いました。(紹介） 

 ＊囲碁対局 長等ほたるの家 福祉施設での出前ボランティア 12 月 10 日から開始  

 ＊神戸ひまわり号 in 大津 介護ボランティアを 11 月 13 日（日）実施   

      神戸の障害者 70 名、家族・介護ボランティアスタッフ 111 名を JR 大津駅で出迎え 

      て大津港までの道案内と散策及びミシガンクル－ズ    

 ＊盲導犬の散歩出前ボランティア １月５日から開始      

堅田地区での交通事故により全盲になった方の盲導犬５歳の雄。ハーネスを外した 

状態での散歩     

 ＊第１回におの浜ふれあい祭 ２月 19 日（日）実施 

～みんなで遊ぼう～ スポ－ツとゲ－ム及び屋台コ－ナ－等でスポ－ツを親しみ、 

推進する行事の一環。ボランティアスタッフとして９名参加    

◎子ども食堂全国交流会 in しが ２月 10 日(金)びわ湖大津プリンスホテルにて開催 

「レイカデイアえにしの会」展示・発表に参加。｢おめでとう｣と誕生を祝福され､｢あり 

がとう｣と看取られるまで､すべての人が一人ももれなく大切にし合い､ともに生きる地 

域をつくる営みの思想。｢子ども食堂｣はまさに､子どもをまんなかにおいて、一人ももれ 

なく住民がいきいき暮らすことのできる、ともに生きる地域をつくっていくための活動 

◎大津市教育委員会学校教育課へ支部長、山口、奥田が訪問いたしました。２月 24 日  

小学校応援活動を本格的に始めて、今年の３月で満５年が経過します。この５年間の活 

動実績表を資料として提出しました。５年を節目の時期として教育委員会並びに各小学 

校に、私達の活動に対して皆様方の声を率直にお聞きしたい旨を申し上げ、併せて私達 

への要望を是非聞かせて頂きたいと申入れました  

◎｢ボランティア活動発表会」が明日都浜大津で行われ、支部長､事務局長､山口､奥田４名が参

加しました。３月５日（日） 

大津市社協に登録されているボランティアグル－プが一同 

に会して､活動成果の展示、演奏､演芸及び活動発表を行いな 

がら各グル－プとの交流を行う行事でした。レイカ大津は、 

今年は活動を紹介するパネルの掲示と、｢かけはし｣及びレイ 

カディア大学のチラシ等を展示しながら、来られた方に楽し 

く説明をさせて頂きました 

◎ボランティア保険 平成 29 年への更新手続きを行いました。（３月５日社協に提出） 

  平成 27 年度までの保険加入者  94 名   



10 

 

  平成 28 年度保険加入者  23 名   

  平成 29 年度に新規加入者  ９名   

   合  計        126 名（内在校生２名、市民５名）  

29 年度「ボランティア活動保険加入カ－ド」は４月以降にお渡しいたします。   

今年度もヨシ刈に参加してきました 

 奥田 耕治（33 期 園芸・志賀） 

大津の冬の風物詩になった湖畔のヨシ刈行事に多くの会員の皆様や在校生の皆様方が地域住民

の方々に交じって、４ヶ所のヨシ刈に参加していただきました。 

毎年のことですが寒いうえに、足元の悪い湖

畔でのヨシ刈は大変ではありますが、琵琶湖の

水質保全や景観を保つうえで欠かせない行事

として定着してきました。同窓会大津支部の地

域活動の一環としても、会員の参加が増加して

きたことは地域活動部としても大変喜ばしい

ことだと思っています。 

昨年 11 月から地域活動部の山口部長が「大

津湖辺のヨシ刈のお知らせ」を作成して、会員

のみならず在校生の皆さんに参加を呼び掛け

たところ、最初の 12 月４日のびわこ大橋・米

プラザ会場では 11 名が参加、続いて 12 月 17

日の石山螢谷会場には 19 名、年が明けて１月

29 日の雄琴・アクティバ琵琶前での市民ヨシ

刈には 25 名、最後の２月４日の下阪本学区の

「ヨシまつり」は６名の参加でした。 

市民ヨシ刈以外は各地域の自治連合会の主

催による住民行事で、それぞれの地域性や歴

史があって、必ずしも住民以外の参加を受け

入れることを歓迎していない面もあるように、

当初参加を申し出た時に感じました。特に、

初めて組織として参加した下阪本での「ヨシ

まつり」は比叡辻から唐崎神社近くまでのか

なりの範囲の湖辺３ヶ所を会場にしていて、

あくまで地域住民を対象とした行事ですから、遠方から車で来る参加者のための駐車場の用意も

ありませんでした。主催側の責任者の方と連絡を取り合って確認をしておいたものの、どこまで

伝わっているのか不安に思いながら、同窓会の幟を持って受け付けを済ませました。作業を開始

して住民の方とお話をさせていただくと、案ずるより産むがやすしの状況で、快くむしろ喜んで

受け入れてくれているのを感じました。最近は自治会の恒例行事でも参加者のほとんどが高齢者

ばかりで、他所から参加いただけるのはありがたいことだ、との言葉を何人かからいただいたの

は何よりの収穫でした。 

また、それにもまして喜ばしいのは４会場での参加者が 61 名になり、そのうち在校生が 15 名

市民ヨシ刈(アクティバ琵琶前) 

石山蛍谷ヨシ刈 
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にも及びました。今後も継続して同窓会大津支部の地域活動の柱の一つになるよう努めたいと考

えています。 

ご参加いただきました皆様には寒い中有難うございました。尚､下阪本学区ではヨシ刈ではなく

｢ヨシまつり｣と称されていましたので関連文章には｢ヨシまつり｣と表現させていただきました。

平成 28 年度 小学校応援活動集計表（平成 28 年４月～平成 29 年 2月） 

内在校生 内協力者
小松 15 2 1
木戸 7 1
真野北 15 2
堅田 8 1 1
仰木の里 36 3 2 12
仰木の里東 9 1
坂本 19 2

計 7 109 12 2 14
伊香立 7 1
木戸 12 2
堅田 6 1
仰木の里 7 1

計 4 32 5
小　計 8校 141 17

逢坂 31 7
平野 78 11 7

小　計 2校 2 109 18 7
石山 19 2
南郷 17 2
大石 4 1
青山 21 2

小　計 ４校 4 61 7
瀬田 54 4 7
瀬田南 35 3 1 2
瀬田東 56 4 2 1
瀬田北 50 4 2 2

計 4 195 15 5 12
瀬田幼稚園 10 1 2
瀬田北幼稚園 36 2 10

計 2 46 3 12
校庭花づくり 瀬田東 100 14 24 20

縫製授業  〃 25 24
図書管理 瀬田南 108 77 21
環境整備 瀬田 13 1 1
行事応援 瀬田北 10 2

小　計 ４校+2園 497 136 25 41
合　計 808 178 32 41

瀬　田

校庭剪定

地　域 応援項目 小学校名 校数 参加者数

石　山
校庭剪定

園庭剪定

18小学校+２幼稚園

回数
摘　　要

比　叡

校庭剪定

図書整理

中　央
図書整理
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平成 28 年度 まちなか応援活動集計表（平成 28 年４月～平成 29 年２月） 

（　）内数値は、在校生内数
回数 参加者 活　　動　　内　　容　

除却活動 2 26 7/8：瀬田地域9名、9/1：田上地区一斉除却17名
講習会 1 21 10/25：21名　活動推進委員身分証明書受領
連絡会議 1 2 2/2:都市計画課と連絡会議
小　計 4 49
猩々山 3 34 10/2：山建て10名、10/8：宵宮15名、10/9：本祭9名
殺生石山 2 13 10/2：山建て5名、10/9：本祭8名
宵宮お手伝い 1 6 10/8：販売1名、案内3名、誘導整理2名
本祭お手伝い 1 15 10/9：弁当5名、安全3名、案内2名、おもてなし5名
小　計 7 68 （13名）、内ｻﾎﾟ-ﾄ隊2名
米プラザ 1 11 12/4：びわ湖大橋米プラザ
石山蛍谷 1 19 12/17
市民 1 25 1/29：雄琴市民ヨシ刈
下阪本 1 6 2/4：ヨシまつり
小　計 4 61 （15名）

瀬田川　リバプレ隊 除草等 3 6 毎月10日　瀬田川左岸、京滋バイパス下周辺
コンソルテ瀬田 11 40 （内市民14名）

福祉施設 そよ風 1 1 ５月以降休止
　囲碁対局　出前 真心デイサ－ビス 4 4 途中対局者入院で休み

長等ほたるの家 10 10 12月から新規開始　（内市民１名）
小　計 26 55

福祉施設 大津老人ホ－ム 16 16
　将棋対局　出前 福寿荘 3 3

小　計 19 19
その他
　神戸ひまわり号* 介護ボランティア 1 14 1/13：神戸障害者70名の大津散策、ミシガン乗船
　盲導犬　散歩* 1 2 H29年1月から新規開始　堅田地区　

1 9 2/19：におの浜スポ－ツセンタ－（1名）　
1 3 2/10：「レイカデイアえにしの会」展示・発表に参加

小　計 4 28
合　計 67 286 （29名）

活　動　項　目

スッキリ士隊

大津祭

大津湖辺ヨシ刈

　こども食堂全国交流応援
　におの浜ふれあいまつり*

*印大津市社協依頼

 

「におの浜ふれあいまつり」に参加して 

住若 富子 (34 期 健レク・打出) 

 ２月 19 日(日)10 時より、におの浜ふれあいスポーツセンターで催された「第一回におの浜ふ

れあいまつり」に大津市社会福祉協議会からの依頼で 9名が参加しました。 

私達はゲームコーナー(射的･輪投げ･ペットボトルボーリング･バスケットピンポン･スーパー

ボールすくい）の担当です。私の担当の輪投げでは、子供の持ち方・投げ方などにビックリしま

したが親は何も教えません。すると私は来場者の幼児にテンシ

ョンが上がり、お節介が全開。投げる子供に｢ゆっくり・ふわっ

と｣と身振り手振りと掛け声の連発です。隣では岩田支部長も自

分の持ち場を離れ、射的でハッスルするも、男親の子供サポー

ト(玉のこめ方・打ち方）が無いのに少し不満気味。これには子

供たちの自主性への期待かと、ひとり納得している様子でした。

スタッフの中に帰りに頂いたフランクフルトを食べるのが､初

体験という方がいてビックリ。 

この日は若いスタッフや子供たちと触れ合いとても楽しい時間でした。これもレイ大に学び同

窓会活動の参加で得られたと感謝です。 
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比叡地域ミーティングを終えて 

                    和田 紀久子(33 期 生活･日吉） 

 平成 28 年 12 月 12 日(月)本年度第２回目のミーティングを 15 名

で開催いたしました。 

第１回目は５月に比叡山麓へウォーキングに行きました。会員か

ら「ウォーキングに参加したくても歩くのに自信が無く、たまには

ゆっくり食事をしながらの集いにしてほしい」と要望があり検討し

た結果、会員同志の交流が深まることを念じながら仰木にある「柿

の里」で今回のミィーティングとなりました。 

当日になって参加人数の変更もありまし

たが、予定どおり順調に進行し奥田副支部長

の挨拶、先輩の並木さんの乾杯で始まり順番

に自己紹介、地域ミーティングのあり方など

の議題検討とビンゴゲーム、石津さんの詩吟、

山本さんの手品、そして最後はみんなで合唱

し和やかな雰囲気の中であっという間に時

間が過ぎました。帰りに参加者の皆様からお

礼の言葉をいただけた時は幹事役としてホ

ッとしました。 

これからも一人でも多くの方のご参加を

願い、地域会員の皆様との交流を深めたいと

思います。  

 

中央地域ミーティング(街中ウォーキング） 

詫間 秀夫(31 期 園芸・平野） 

２月 23 日(木)前日から気をもんでいた天気は早朝雨が降り止み、曇り空に「雨男」と言われず

に済みました。参加者は 13 名、ウォーキングのコ

ースは打出地区と皇子山地区をまたぐ身近な所だ

が、「灯台下暗し」隠れた名所、初めての道（自動

車では通らない）を巡りました。 

始めに、国道１号線山の手にウィリアム･メレ

ル･ヴォーリズ設計の洋館を見る、関蝉丸神社下社

を訪れると本殿は大そう朽ちており、早く手を打

つ必要があると感じた。次に安養寺(開基 862 年)

では蓮如上人の旧跡を訪ね、住職から寺の歴史を

伺い、明治の昔は境内を旧東海道本線が通ってい

たこと、安養寺からは南北方向に鉄道軌道の痕跡

が見てとれた。 

その一つ明治初期の旧東海道本線に使用されていた逢坂山隧道(現在、経済産業省の近代化産業

三井寺山門前にて 
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遺産：鉄道トンネルで、京都大学の地震観測所に利用）のトンネル部を見学した。長等神社には

昔は立派な枝垂れ桜があったが、今は枯れ、残念なことになっていた。桜の名所の琵琶湖疏水で

は丁度、止水中で水の流れはなかった。その後、三井寺境内のレストランで食事と懇談で親睦を

はかった。食後は希望者５名が、ぬかるんでいたが静寂な山道を辿り法明院まで登った。境内で

は近くの弓道場で的を射る音が響いていた。また、境内の山側にあるフェノロサの墓を訪れ、そ

の後、山上不動尊、早尾神社まで足を延ばし帰路に着いた。 

 

石山地域ミーティングの報告 

永尾 正昭(34 期 地文・石山南郷)  

２月 21 日(火）に南郷公民館の２階会議室で行いました。石山地域の会員 15 名と在校生（Kさ

ん）１名の参加で、来年度に向けての話し合いを行いました。

大津支部の主要な日程の確認、田上地区の役員人事の増員問

題などを確認しました。また、支部総会の受付係として、今

井氏・安藤氏、駐車場係として近藤氏を決定しました。総会

への出席確認並びに会費徴収を３月に行うことを連絡しまし

た。その他として、作品展への呼びかけや、ボランティアの

日(５月 25 日）への参加、レイカディア大学祭の日程(８月２

～４日）などが報告されました。 

来年度の春・秋の石山地域ミーティングをもっと楽しくや

る方法などについて、色々と積

極的な意見が出ました。各地区

(大石・石山南郷・北大路)の良

さを理解するためにも、開催場

所の持ち回り、飲食を共にする

なども行ってはどうか等。 

最終的には、春の桜見物を含

めて南郷公園にて、３月 30 日

(木）11 時 30 分より持ち寄り方

式で懇親会を実施することに決まりました（雨天の場合の予備日として、４月３日(月)に実施）。

また、秋の石山地域ミーティングは大石地区担当で実施する予定となりました。 

今後の小学校応援の予定などボランティア活動の日が決定すれば、39 期生の在校生にも連絡す

ることも確認しました。全体として楽しい活動を計画しつつ、社会貢献を図っていこうというこ

とを確認し解散しました。 

 

平成 28 年度最後の「レイカ瀬田 ミ－ティング」開催 

山口 玄洞 (27 期 園芸･瀬田月輪) 

第４回目瀬田地域ミ－ティングを、平成 29 年１月 16 日(月）13 時 30 分から 15 時まで、瀬田

東市民センタ－で行いました。当日の天候は前日、前々日と二日続いた今年一番の寒波(５㎝位の
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降雪）を受けた影響で非常に寒く、風が強い日でした。そのような気象条件にもかかわらず 26

名の参加を頂きました。 

 ミーティング内容としては、輪番当番(会場設営、出席簿、議事進行、議事録作成）である瀬田

北地区の岡本理事のもとで定刻に始まりました。議題は案内状通りで進行しました。 

 議題の最後の項目に協議事項があり「レイカ瀬田 運用規約」第 7条（会議）の変更協議でした。

規約によると瀬田ミ－ティングの開催日及び年間４回と規定されているのをミーティング集約化

(効率化）を協議しました。その結果、反対意見なし 全員賛成と言う事で、あっという間に協議

事項が通過してしまいました。お蔭様で 30 分ほど短縮することが出来ました。 

【協議事項関連】 

★来年度は、５月 15 日(月）午後から平成 29 年度 第１回目のミ－ティングから始まります。そ

の内容は平成 29 年度「小学校応援活動」計画の発表(４月末に小学校に訪問した報告）が主体

となります。 

★10 月のミーティングは、支部主催の「新入会員歓迎会＆レイカ大津の集い」の地域懇談会と併

せて実施することになりました。その結果「ミ－ティング」と称する名前は年間３回となりま

した（ミーティング内容そのものは年間４回実施）。 

最後に後日、ミ－ティング議事録を作成して、会員及び会員外の活動者全員に配布しました。 

 

 

第３回レイカディア大学「陶芸作品展」開催 

日時：平成 29 年３月 30 日(木)～４月２日(日) 場所：草津クレアホール展示室(草津市･野路) 

｢卒業生と在校生との繋がり｣･｢大学の魅力度アッ

プを外部発信｣の目的で立上げ 3 回目を迎えること

になりました。15 期の大ベテランを筆頭に､180 名の

作品を一堂に展示致します。 

三日月知事に案内したところ、早速の祝文を頂戴

しております。是非、多くの皆様方のご来場をお待

ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の２点の写真は第２回陶芸作品展 
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[会員動向] 

会員数   

大津支部会員数（平成 29 年３月 15 日現在) 253 名 

訃報 

瀬田北地区の本郷 清助様が昨年 12 月６日に逝去されました。 

      昭和 10 年 11 月４日生まれで満 81 歳でした。 

    ここに謹んで哀悼の意を表し、心からご冥福をお祈り申し上げます。 

会計・事務局からのお知らせ 

 ４月度から新年度の活動に向けて各地域・地区の役員が会費の集金に伺います。会員の皆様は

宜しくご協力ください。なお、大津支部の総会当日４月 20 日でも会費の受付は致します。 

４月 20 日(木) 支部総会       レイカディア大学 13 時 30 分～ 

  ５月 12 日(金）新年度第１回役員会  生涯学習センター 9 時 30 分～ 

  ６月 ７日(水) 第２回執行役員会   生涯学習センター 9 時 30 分～ 

  ６月 30 日(金) 第２回役員会     生涯学習センター 9 時 30 分～ 

広報部からのお知らせ 

会報誌「かけはし」は年４回発行して、次回は６月下旬の発行の予定です。 

次号は会員投稿を掲載します。原稿締め切りは５月 29 日厳守で投稿の要領は従来の通りです。 

投稿の方法は特に定めはなく、テーマは自由でボランティア活動、随想、紀行文、趣味のサーク

ル活動などのほか、短歌、俳句、川柳作品などの投稿をお願いします。 

投稿要領はパソコンで作成される場合は、用紙はＡ４、本文の字体や大きさは、ＭＳ明朝体・

12 ポイント、表題の文字の大きさは 14～16 ポイントと指定しています。 

原稿の字数は 1,200 文字以内を厳守下さい。 

表題の下部に、氏名(期生、学科・地区名)をご記入下さい。また､写真などがあれば是非、添付して 

下さい。写真の返却を希望される方は、その旨を写真裏面にご記入下さい。 

会員投稿は６月発行と 12 月発行の年２回の掲載としています。 

《原稿送付先》  自筆・ワープロ打ち原稿は郵送または FAX で 

〒520－0052   大津市朝日が丘１丁目 15 番 15 号  

大 塚 庸 行 宛  TEL・FAX 077-525-7338 

ＰＣメールは 佐 瀬 章 男 宛   sase@opal.plala.or.jp 

西 澤  勝 宛  benten-nishi@ares.eonet.ne.jp  

［編集後記］ 

今年度の最終号をお届します。比良山系の山々に冠雪は残るものの、庭のチューリップに若

芽が出始めました。３月 11 日には｢びわこ開き｣と｢ヨシ松明の一斉点火｣が行われます。本格

的な春の到来です。会員各位には気候の周期が変わりやすい時、体調管理に留意され新年度の

レイカ大津の活動に積極的に参加下さい。 

編集委員 

岩田 和彦(志賀）西澤 勝(唐崎)  福井 かおる(唐崎)  和田 紀久子(日吉) 大塚 庸行(打出） 

住若 富子(打出）釜淵 佳明(膳所）脇田 進(石山･南郷) 河嶋 文雄(石山･南郷） 

松岡 克実(北大路）佐瀬 章男 (瀬田北) 中村 健一郎(瀬田･月輪) 栗田 昇(瀬田･月輪) 
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